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フレアースカートの揺動性
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アースカードの揺動性には、材料の物性、フレアー分量、着用者の動きなど

思われる。本研究では、歩行を再現させる動的モデル試作のため、腰部およ

に関する基礎的資料を得、さらに動的モデルを使って、フレアースカートが

動を示すかを検討した。

警部先端、腸糠点、転子点、膝蓋骨中点に赤外ＬＥＤを取り付け、トレッド

・i n ．の速度で歩行させた時の、各測定点の水平方向、垂直方向への移動量を

ンサーにとらえ、マルチレコーダーで記録、測定した。2)測定値のうち、

ける水平方向の移動量を人台の1／2の動的モデルにて再現させ、スカートを

たモデルの前中'C- 、後中心、脇線４こそれぞれ最も近いスカート裾線におけるノー

と凹部に反射体を取り付け、その揺動の軌跡を記録し、揺動量を求めた。動的モ

動速度は300,400、500 、600、700 p PSである。スカートに用いた試料は、剛さの異な

選定し、フレアー分量は裾まわり寸法90c≫ （セミフレアースカート) , 127c≪ <

キュラースカート) 、Z21cr. (サーキュラースカート）の３種とした。スカート

( 30c>i )である。

Ｄ　警部先端、転子点は垂直方向より水平方向の移動量が大きく、膝蓋骨中点は

の移動量が大きい。2)セミフレアースカート、セミサーキュラースカートは凹

が大きく、サーキュラー－スカートは凸部の揺動が大きい。3)揺動量は試料によ

られ、剛軟度の小さい試I料は　500～600ppsで揺動量は最大となる。
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○今村律子　　　　　愛知医科大学　　山下由果　夏目恵子

【目的】　われわれは換気カプセル法を用いて被服材料の水分特性の差を、発汗の波形の

違いとして表すことを試みた。前回報告した1・2)差異は、素材差に加えて性量の差も関与

していた。そこで、試料布の基本特性を揃えることによって素材による違いを明らかにし

また、厚さがどの程度波形に影響を与えるかを検討することにした。

【方法】　被検者は健康な成人女子３名とし、環境温3 7～i2Vの人工気候室内で実験した。

軽度の着衣（T -シャツ・スカート）をｰした被検者の前腕屈側左右計５ヶ所に発汗カプセル（8ci|2）を装

着し、発汗量及び各試料布Ik通しての水分蒸発量を換気カプセル法で連続測定した。試料

布は綿・ポリエステル・毛を用いた。

【結果及び考察】　試料布を通しての水分蒸発は発汗に比較して波形が鈍くなり振幅が小

さくなった。その振幅は、ポリエステル使用時には発汗波とほぽ同程度で、綿、毛の順に

波形の振幅の方が小さくなった。この現象は、綿・毛では汗を一旦吸収し、その後放湿す

るのに対し、ポリエステルの場合、布の内部に汗を保持しにくいためと考えられる。また、

薄地の布より厚地の方がさらに波形の振幅が小さくなる傾向にあった。これは、布の厚さ

が蒸発の際の水分抵抗となるためと推察される。以上の結果から、性量がほぽ同じでも素

材・厚さの差異が波形の振幅に表れるということが明らかになった。これらの結果につい

て考察する。

1,2）昭和61年度日本家政学会中部支部第32会総会発表


